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 表紙によせて 
2002年4月下旬、水戸市郊外のハーブ園。庭に植えられた数本の桜の根元一面に、ハルシメジが大量に発生し

ていました。回りに植えられていたお茶の木の生垣の下にまであふれんばかりのハルシメジ。でも、ちょっと時

期が遅かったのか乾いているものが多かったのは残念。その中で、大きい2本が寄り添うように生え、あまりに

もかわいく、おいしそうだったので、絵にしてみました。色も薄く形にもあまり特徴のないこの種のきのこは、

なかなか描くのが難しく思います。なんと言っても地味ですから。その時は、もちろん食べ頃のもの数本を頂い

て帰り、食卓に花を添えたことは、言うまでもありません。 

 近年、日常の忙しさに感けてきのことの出会いも少なくなっています。あれからそのハーブ園にも行っていま

せんが、今はどうなっているでしょうか。春になったらまた一度行ってみたいと思います。（池田純代） 


